
1© NEC Corporation 2018 NEC Group Internal Use Only© NEC Corporation 2018 1

フォルダにデータが10件たまった時に
処理を開始するには

レッスン
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このレッスンでは、あるフォルダにデータが10件たまった時に

処理を開始し、処理完了後に報告メールを送るロボットを作成します。

具体的には、フォルダ内のファイル数を確認するロボットを作成し

そのロボットをタスクスケジューラで定期的に実行します。

ファイル数は、ファイルリストを作成することで確認します。

このレッスンでできるロボット レッスン5.bwnp

1 ファイルリストの取得 で フォルダに格納されたファイル数を数える

1 ファイル数を確認したい
フォルダを指定

ファイル数を数えるを指定2

3 ファイル数を保存する
変数名を指定

コマンド
オプションへ

たとえば

D:¥tmp

数
(Count)

たとえば

@ファイル
の数

ロボット作成
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2,6,8 条件分岐(IfEval) で1で数えたファイル数が10以上か確認する

3~4 10件たまった時に行いたい、お好みの処理を追加する

1 ファイル数を保存した
変数名を指定

@ファイル
の数

簡易入力 で直感的に
変数の比較ができる

5 メール送信 で処理完了後の報告メールを送信する

7 10件たまっていない時に行いたい、お好みの処理を追加する

タスクスケジューラ登録

1 タスクスケジューラで 作成したロボットを5分間隔で動かす登録をする

詳細は やりたいことガイド 運用編
「スクリーンセーバーが起動しないようにしたい」
でご確認ください

1 -l -e “作成したロボット名”
を指定

1 報告メールを送信したい
メールアドレスを指定

2 作業完了文を指定

たとえば

管理者宛て
アドレス

報告Excelを作成すれば
処理結果も添付できる

outlookメール送信 でも代用でき、環境にあわせて使い分けられる

変数を数値とする を指定2

10件たまったときだけ
3~5が行われた


